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○地震、火災を想定した避難訓練を実施 
今年度初めての避難訓練を実施しました。今回は地震

発生と火災を想定した訓練。地震発生から避難終了まで、
実際に発生した状況を踏まえながら訓練を行うことがで
きました。講評の中で、「熊本での地震発生は歴史的にみ
ても頻繁に発生しており、日常的な注意喚起が必要であ
る」ことを伝えました。 
また、この季節は梅雨を迎え、洪水による災害の危険

性もあります。学校での日常的指導に心がけて参ります。 
  

○技術の授業で、ゲストティーチャーを迎え、
菊づくりに挑戦 

５月２５日（火）、２年生が技術の授業で、菊づくり

に挑戦しました。菊づくりは技術の授業での取組みの

一環で、子どもたちは、育成に関する基礎的･基本的な

知識技術とともに，植物を育成していくことが社会や

環境にどのように影響し、どんなメリットをもたらす

か等について学びます。今年度から技術の指導は、本

校の元校長 東 裕教先生（第２４代校長）にお願いし

ています。また、今回は、菊づくりを長年されている宮

川伊十先生（第２２代校長）にゲストティーチャーと

しておいでいただき、指導いただきました。技術教室

の前のベランダで丹精込めて育てていきます。秋には、

素晴らしい出来栄えを披露できると思っています。ちな

みに德澄教頭先生と私(野村)も子どもたちと一緒に挑戦

しています。秋が楽しみです。経過はまた紹介します。 
 
○ＩＣＴを活用し学力向上できるよう、タイピング練習を始めました 

以前もお知らせしましたが、七城中学校では自ら学ん
で、考える力を育んでいくためＩＣＴを活用した学力向
上に取り組んでいます。研究主任の布田賢次郎先生を中
心に、子どもたちの学力向上をいかに行っていくか教職
員全員で研究を進めていく中、タイピングのスキルアッ
プを図っていくことが、ＩＣＴを活用した学力向上に大
きな影響を与えることに気づきました。まずは朝の時間
を使い、スキルアップを図っていきますが、昼休み等も
利用し自主的に取り組んでいけるように指導していきた
いと思っています。 
 
○種まき、苗床づくりを行い田植えの準備 
５月２８日(金)に１・２年生で、米作りの最初の作業となる種まきを行いました。作業では

ＰＴＡ会長の増永光俊さん、勤労生産指導員の渡辺義一さん、野中大嗣さん、岑田友和さんか
ら指導もいただきました。事前に梅田勝弘先生の指導のもと苗床プールを栽培委員会の子ども
たちが準備。苗床プール一面に育苗ポットを敷き詰めることができました。勤労生産指導員の
野中さんからは、「米作りには、収穫まで八十八の手間がかかる。手間を惜しまず愛情をかけ
て育て、収穫の際には喜びと感謝の心に繋げてほしい。」という言葉もいただきました。秋の
収穫が今から本当に楽しみです。 
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